
活用方法等に係る意見分類

意見 活用内容・方法 検討内容

楽しむための観光施設が減ることはマイナスである。観光地が減るという
のは深刻な問題だ。

観光で宿泊を２割増やすには、修学旅行に期待している。しかし、竹島や
水族館があるだけでは修学旅行先に選んではもらえない。学校側の見学
地の条件は様々な条件があり、そうした中で、生命の海科学館は、観光客
を増やすのに是非存続してほしいと思っているが、ここひとつだけあったと
しても来ることはない。トータルな見直しが必要だ。

公共施設の中でも観光ポイントとして一番の立地条件を活かしていく必要
がある。

映像装置としてはよくできているが、コンテンツの更新が必要である。大学
やアマチュアの方、現場の先生が作成することができるようにすれば費用
をかけずに内容更新が出来、いい装置が有効に使えると思う。

廃止をされるとしたら、貸しホールみたいに使うのか、美術館にするのか。
図書館という話があるが、それなら科学館はそのままあったほうが良い。

「生命の海」と命名したからには「生命あるもの」を飼育展示して、子どもた
ちが実際に触れるコーナーを池のあたりに作る。

南極と子どもたちが交信をしたように未来の子どもたちが体験をできる、新
たな感動を覚えるような活用がされるといいと思う。

科学館が情報の中核施設の一翼を担った位置付けであれば、市の仕事の
一部であり、当然経費として扱えるものもあり、赤字というのはどうかと思
う。情報で何ができるかが見えるという意味で科学館があるとすれば、リ
ピーターを増やすために、コンテンツを差替えてもいい。

蒲郡の顔は海、これが最大の財産。生命の起源である海をテーマにした科
学館を蒲郡の観光資源の一つとして活用できたらと思っている。

１０年で科学館はやっと定着しかけたところである。蒲郡のシンボルとして
誇りを持てる科学館にしていくことが必要。

いろいろな人を連れてきたが、蒲郡市以外の人はこの施設を「素晴らしい」
と言った。本物があり、手で触れることが出来、説明をしてもらえる、こんな
素晴らしい施設は少ないと言われた。

蒲郡に科学館があって、手で触れて目で見て、いろいろな知識を小さい子
どものうちから慣れ親しむことは大切。何とか残して誇りに思えるような科
学館になったらいい。

コンテンツの更新ができているのか、毎回新しい企画をやっていけるのか。
化石の入れ替えはできるのか。という疑問がある。

学芸員がやめられたということで、学芸員がいなくなったあとは後任を採用
していくのか、経費の問題でしないのか、これからどうしていくのか。

水族館を赤字だから廃止するという意見がこれからあるかもしれない、ある
いは化石を水族館に併設してもっていくという考え方もあるかもしれない。
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１階部分はセンターのイメージが強いため３階に科学館があるのを知らな
い。１階部分の利用方法を先に考えたほうが良いのではと感じる。１階部
分を総合観光センターにしたらどうか。観光案内所みたいにベビーカーや
自転車など貸出し。手機場、三河木綿のショップや、あるいは喫茶、レスト
ランも良い。

入場料を２００円か３００円にし、どんどん見てもらい、物産センターとかお
土産センターみたいな形で民間業者の力を借りる。そうしたことで観光バス
を呼び込む取組みが必要。

情報ネットワークセンターに関しては、もともと市の必要があるということで
つくったものだから、必要な額は当然マイナスになって出てきても良いと思
う。どうしても必要な施設は、ある程度の赤字でも、経費がかかっても仕方
がないのではないか。

情報の拠点ということで活用できる方向にいけたらと思う。

東港が開発されればこの建物は入口のキーポイントとなる。ある程度東港
と関連して考えることが必要。

科学館だけを指定管理としても、多くても５万人以上は来ない。３千万円の
収入ではどこもやらない。竹島水族館、博物館、海賓館マリンセンターハウ
ス、生命の海科学館、海辺の文学記念館をトータルに考えていかないとい
けない。１館だけでは、誰がやっても営業は成り立たない。全部一緒に考え
るということであれば、やる事業者があるかも分からない。東港も含めてど
うするかということを全体的に捉えないと、一個一個やっていくと、その都度
継ぎ接ぎだらけになるように感じる。

東港の中でグランドデザインの中で考えていかないといけない。そういう意
味では改良、努力みたいなことで時間稼ぎする手もあるのかなと思う。

展示会やシアターでのコンサートなど、生涯教育、子どもの教育と二面で考
え、科学館部分を絵の展示など市民が利用できるような方法を考えていた
だきたい。
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